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(57)【要約】
【課題】複数の操作者で情報・資源を共有すると共に実
働させる際の構成の自由度を向上する。
【解決手段】複数の送受信ユニット（１１，１２，１３
）と複数の表示ユニット（２１，２２，２３）と複数の
操作ユニット（３１，３２，３３）を１つの制御ユニッ
ト（４１）に接続し、制御ユニット（４１）は接続され
た複数の送受信ユニット（１１，１２，１３）と複数の
表示ユニット（２１，２２，２３）と複数の操作ユニッ
ト（３１，３２，３３）を独立に制御する。
【効果】例えば、ソノグラファーがある超音波検査室か
ら別の超音波検査室へ移動するとき、制御ユニットに記
録した撮影パラメータなどを移動先でも利用できる。ま
た、自分が使い慣れた操作ユニットだけを移動先の超音
波検査室へ持ってゆくことも出来る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
それぞれがプローブコネクタと送受信部と電源とを有する複数の送受信ユニットと、それ
ぞれが画像表示部と電源とを有する複数の表示ユニットと、それぞれが操作部と電源とを
有する複数の操作ユニットと、１つの制御ユニットとを具備し、前記複数の送受信ユニッ
トおよび前記複数の表示ユニットおよび前記複数の操作ユニットを前記制御ユニットに接
続可能であり、前記制御ユニットは接続された前記複数の送受信ユニットおよび前記複数
の表示ユニットおよび前記複数の操作ユニットを独立に制御しうることを特徴とする超音
波診断装置。
【請求項２】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記表示ユニット
および前記操作ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴とする
超音波診断装置。
【請求項３】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記表示ユニット
および前記操作ユニットのいずれか１種を前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、
他の２種を前記１種に直接的に接続可能であって該１種を介して前記制御ユニットに間接
的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
請求項３に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットを前記制御ユニットに直
接的に接続可能であり、前記表示ユニットおよび前記操作ユニットを前記送受信ユニット
に直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続
可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
請求項４に記載の超音波診断装置において、前記表示ユニットの少なくとも１台および前
記操作ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを特
徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記表示ユニット
および前記操作ユニットのいずれか２種を前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、
他の１種を前記２種のうちのいずれか一方に直接的に接続可能であって該２種のうちのい
ずれか一方を介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波
診断装置。
【請求項７】
請求項６に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記操作ユニット
を前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記表示ユニットを前記送受信ユニット
に直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続
可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
請求項７に記載の超音波診断装置において、前記表示ユニットの少なくとも１台を前記制
御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
請求項６に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記表示ユニット
を前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記操作ユニットを前記送受信ユニット
に直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続
可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
請求項９に記載の超音波診断装置において、前記操作ユニットの少なくとも１台を前記制
御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１１】
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請求項６に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記操作ユニット
を前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記表示ユニットを前記操作ユニットに
直接的に接続可能であって該操作ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続可能
であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１２】
請求項１１に記載の超音波診断装置において、前記表示ユニットの少なくとも１台を前記
制御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１３】
請求項６に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記表示ユニット
を前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記操作ユニットを前記表示ユニットに
直接的に接続可能であって該表示ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続可能
であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１４】
請求項１３に記載の超音波診断装置において、前記操作ユニットの少なくとも１台を前記
制御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１５】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットおよび前記表示ユニット
および前記操作ユニットのいずれか１種を前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、
他の２種のうちのいずれか一方を前記１種に直接的に接続可能であって該１種を介して前
記制御ユニットに間接的に接続可能であり、前記他の２種のうちのいずれか他方を前記他
の２種のうちのいずれか一方に直接的に接続可能であって該他の２種のうちのいずれか一
方および前記１種を介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする
超音波診断装置。
【請求項１６】
請求項１５に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットを前記制御ユニットに
直接的に接続可能であり、前記表示ユニットを前記送受信ユニットに直接的に接続可能で
あって該送受信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であり、前記操作
ユニットを前記表示ユニットに直接的に接続可能であって該表示ユニットおよび前記送受
信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波
診断装置。
【請求項１７】
請求項１６に記載の超音波診断装置において、前記操作ユニットの少なくとも１台および
前記表示ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを
特徴とする超音波診断装置。
【請求項１８】
請求項１５に記載の超音波診断装置において、前記送受信ユニットを前記制御ユニットに
直接的に接続可能であり、前記操作ユニットを前記送受信ユニットに直接的に接続可能で
あって該送受信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であり、前記表示
ユニットを前記操作ユニットに直接的に接続可能であって該操作ユニットおよび前記送受
信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波
診断装置。
【請求項１９】
請求項１８に記載の超音波診断装置において、前記操作ユニットの少なくとも１台および
前記表示ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを
特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、複数の操作者で情報・資源を共有
することが出来ると共に実働させる際の構成の自由度が高い超音波診断装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、１つのサーバに複数のクライアントを接続した構成の超音波診断装置が知られて
いる（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００６－１８７５９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記従来の超音波診断装置では、複数のクライアントを１つのサーバに接続するため、
情報・資源を共有することが出来た。
　しかし、クライアントは、送受信部（ビームフォーマ）と表示部（ディスプレイ部）と
操作部とを組にした構成になっており、実働させる際の構成の自由度が低い問題点があっ
た。例えば、ソノグラファー（超音波検査技師）が、ある超音波検査室から別の超音波検
査室へ移動するとき、移動先の超音波検査室でも自分が使い慣れた操作部を使おうとする
と、送受信部と表示部と操作部の組を移動先の超音波検査室へ移動させなければならなか
った。
　そこで、本発明の目的は、複数の操作者で情報・資源を共有することが出来ると共に実
働させる際の構成の自由度が高い超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の観点では、本発明は、それぞれがプローブコネクタと送受信部と電源とを有する
複数の送受信ユニットと、それぞれが画像表示部と電源とを有する複数の表示ユニットと
、それぞれが操作部と電源とを有する複数の操作ユニットと、１つの制御ユニットとを具
備し、前記複数の送受信ユニットおよび前記複数の表示ユニットおよび前記複数の操作ユ
ニットを前記制御ユニットに接続可能であり、前記制御ユニットは接続された前記複数の
送受信ユニットおよび前記複数の表示ユニットおよび前記複数の操作ユニットを独立に制
御しうることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記構成において接続とは、有線または無線による直接的接続または別のユニットを介
しての間接的接続の両方を含む。
　上記第１の観点による超音波診断装置では、複数の送受信ユニットと複数の表示ユニッ
トと複数の操作ユニットを１つの制御ユニットに接続するため、情報・資源を共有するこ
とが出来る。そして、送受信ユニットと表示ユニットと操作ユニットとは電源も独立であ
り自由に選択して組み合わせることが出来るから、実働させる際の構成の自由度が高くな
る。例えば、ソノグラファーがある超音波検査室から別の超音波検査室へ移動するとき、
制御ユニットに記録した撮影パラメータなどを移動先でも利用できる。また、自分が使い
慣れた操作ユニットだけを移動先の超音波検査室へ持ってゆくことも出来るようになる。
【０００５】
　第２の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記送受
信ユニットおよび前記表示ユニットおよび前記操作ユニットを前記制御ユニットに直接的
に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第２の観点による超音波診断装置では、送受信ユニットと表示ユニットと操作ユニ
ットは、制御ユニットに直接的に接続するためのインタフェースを備えれば足り、構成を
簡単化できる。
【０００６】
　第３の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記送受
信ユニットおよび前記表示ユニットおよび前記操作ユニットのいずれか１種を前記制御ユ
ニットに直接的に接続可能であり、他の２種を前記１種に直接的に接続可能であって該１
種を介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置
を提供する。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
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ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第３の観点による超音波診断装置では、送受信ユ
ニットおよび表示ユニットおよび操作ユニットのうちのいずれか１種だけを制御ユニット
に直接的に接続するため、各超音波検査室と制御室の間の通信回線の数が少なくて済む。
【０００７】
　第４の観点では、本発明は、前記第３の観点による超音波診断装置において、前記送受
信ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記表示ユニットおよび前記
操作ユニットを前記送受信ユニットに直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介し
て前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第４の観点による超音波診断装置では、送受信ユ
ニットだけを制御ユニットに直接的に接続するため、各超音波検査室と制御室の間の通信
回線の数が少なくて済む。
【０００８】
　第５の観点では、本発明は、前記第４の観点による超音波診断装置において、前記表示
ユニットの少なくとも１台および前記操作ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニット
に直接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第５の観点による超音波診断装置では、例えば患者の近くに位置するソノグラファ
ーが送受信ユニットに接続した表示ユニットおよび操作ユニットを使用し、やや離れて位
置するドクターが制御ユニットに直接的に接続した表示ユニットおよび操作ユニットを使
用するといった使用形態が可能になり、ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有
用である。
【０００９】
　第６の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記送受
信ユニットおよび前記表示ユニットおよび前記操作ユニットのいずれか２種を前記制御ユ
ニットに直接的に接続可能であり、他の１種を前記２種のうちのいずれか一方に直接的に
接続可能であって該２種のうちのいずれか一方を介して前記制御ユニットに間接的に接続
可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第６の観点による超音波診断装置では、送受信ユ
ニットおよび表示ユニットおよび操作ユニットのうちのいずれか２種だけを制御ユニット
に直接的に接続するため、各超音波検査室と制御室の間の通信回線の数が少なくて済む。
【００１０】
　第７の観点では、本発明は、前記第６の観点による超音波診断装置において、前記送受
信ユニットおよび前記操作ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記
表示ユニットを前記送受信ユニットに直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介し
て前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第７の観点による超音波診断装置では、送受信ユ
ニットおよび操作ユニットだけを制御ユニットに直接的に接続するため、各超音波検査室
と制御室の間の通信回線の数が少なくて済む。
【００１１】
　第８の観点では、本発明は、前記第７の観点による超音波診断装置において、前記表示
ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴とす
る超音波診断装置を提供する。
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　上記第８の観点による超音波診断装置では、例えば患者の近くに位置するソノグラファ
ーが送受信ユニットに接続した表示ユニットを使用し、やや離れて位置するドクターが制
御ユニットに直接的に接続した表示ユニットを使用するといった使用形態が可能になり、
ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有用である。
【００１２】
　第９の観点では、本発明は、前記第６の観点による超音波診断装置において、前記送受
信ユニットおよび前記表示ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記
操作ユニットを前記送受信ユニットに直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介し
て前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第９の観点による超音波診断装置では、送受信ユ
ニットおよび表示ユニットだけを制御ユニットに直接的に接続するため、各超音波検査室
と制御室の間の通信回線の数が少なくて済む。
【００１３】
　第１０の観点では、本発明は、前記第９の観点による超音波診断装置において、前記操
作ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴と
する超音波診断装置を提供する。
　上記第１０の観点による超音波診断装置では、例えば患者の近くに位置するソノグラフ
ァーが送受信ユニットに接続した操作ユニットを使用し、やや離れて位置するドクターが
制御ユニットに直接的に接続した操作ユニットを使用するといった使用形態が可能になり
、ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有用である。
【００１４】
　第１１の観点では、本発明は、前記第６の観点による超音波診断装置において、前記送
受信ユニットおよび前記操作ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前
記表示ユニットを前記操作ユニットに直接的に接続可能であって該操作ユニットを介して
前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する
。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第１１の観点による超音波診断装置では、送受信
ユニットおよび操作ユニットだけを制御ユニットに直接的に接続するため、各超音波検査
室と制御室の間の通信回線の数が少なくて済む。
【００１５】
　第１２の観点では、本発明は、前記第１１の観点による超音波診断装置において、前記
表示ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴
とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１２の観点による超音波診断装置では、例えば患者の近くに位置するソノグラフ
ァーが操作ユニットに接続した表示ユニットを使用し、やや離れて位置するドクターが制
御ユニットに直接的に接続した表示ユニットを使用するといった使用形態が可能になり、
ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有用である。
【００１６】
　第１３の観点では、本発明は、前記第６の観点による超音波診断装置において、前記送
受信ユニットおよび前記表示ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前
記操作ユニットを前記表示ユニットに直接的に接続可能であって該表示ユニットを介して
前記制御ユニットに間接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する
。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
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室の間の通信回線が必要になるが、上記第１３の観点による超音波診断装置では、送受信
ユニットおよび表示ユニットだけを制御ユニットに直接的に接続するため、各超音波検査
室と制御室の間の通信回線の数が少なくて済む。
【００１７】
　第１４の観点では、本発明は、前記第１３の観点による超音波診断装置において、前記
操作ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニットに直接的に接続可能であることを特徴
とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１４の観点による超音波診断装置では、例えば患者の近くに位置するソノグラフ
ァーが表示ユニットに接続した操作ユニットを使用し、やや離れて位置するドクターが制
御ユニットに直接的に接続した操作ユニットを使用するといった使用形態が可能になり、
ソノグラファーをドクターが実地教育するのに有用である。
【００１８】
　第１５の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記送
受信ユニットおよび前記表示ユニットおよび前記操作ユニットのいずれか１種を前記制御
ユニットに直接的に接続可能であり、他の２種のうちのいずれか一方を前記１種に直接的
に接続可能であって該１種を介して前記制御ユニットに間接的に接続可能であり、前記他
の２種のうちのいずれか他方を前記他の２種のうちのいずれか一方に直接的に接続可能で
あって該他の２種のうちのいずれか一方および前記１種を介して前記制御ユニットに間接
的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第１５の観点による超音波診断装置では、送受信
ユニットおよび表示ユニットおよび操作ユニットのうちの１種だけを制御ユニットに直接
的に接続するため、各超音波検査室と制御室の間の通信回線の数が少なくて済む。
【００１９】
　第１６の観点では、本発明は、前記第１５の観点による超音波診断装置において、前記
送受信ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記表示ユニットを前記
送受信ユニットに直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介して前記制御ユニット
に間接的に接続可能であり、前記操作ユニットを前記表示ユニットに直接的に接続可能で
あって該表示ユニットおよび前記送受信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接
続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第１６の観点による超音波診断装置では、送受信
ユニットだけを制御ユニットに直接的に接続するため、各超音波検査室と制御室の間の通
信回線の数が少なくて済む。
【００２０】
　第１７の観点では、本発明は、前記第１６の観点による超音波診断装置において、前記
操作ユニットの少なくとも１台および前記表示ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニ
ットに直接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１７の観点による超音波診断装置では、例えば患者の近くに位置するソノグラフ
ァーが送受信ユニットに接続した表示ユニットおよび表示ユニットに接続した操作ユニッ
トを使用し、やや離れて位置するドクターが制御ユニットに直接的に接続した表示ユニッ
トおよび操作ユニットを使用するといった使用形態が可能になり、ソノグラファーをドク
ターが実地教育するのに有用である。
【００２１】
　第１８の観点では、本発明は、前記第１５の観点による超音波診断装置において、前記
送受信ユニットを前記制御ユニットに直接的に接続可能であり、前記操作ユニットを前記
送受信ユニットに直接的に接続可能であって該送受信ユニットを介して前記制御ユニット
に間接的に接続可能であり、前記表示ユニットを前記操作ユニットに直接的に接続可能で
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あって該操作ユニットおよび前記送受信ユニットを介して前記制御ユニットに間接的に接
続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　例えば複数の超音波検査室のそれぞれに送受信ユニットおよび表示ユニットおよび操作
ユニットを各１台配置し、制御室に制御ユニットを設置する場合、各超音波検査室と制御
室の間の通信回線が必要になるが、上記第１８の観点による超音波診断装置では、送受信
ユニットだけを制御ユニットに直接的に接続するため、各超音波検査室と制御室の間の通
信回線の数が少なくて済む。
【００２２】
　第１９の観点では、本発明は、前記第１８の観点による超音波診断装置において、前記
操作ユニットの少なくとも１台および前記表示ユニットの少なくとも１台を前記制御ユニ
ットに直接的に接続可能であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１９の観点による超音波診断装置では、例えば患者の近くに位置するソノグラフ
ァーが操作ユニットに接続した表示ユニットおよび送受信ユニットに接続した操作ユニッ
トを使用し、やや離れて位置するドクターが制御ユニットに直接的に接続した表示ユニッ
トおよび操作ユニットを使用するといった使用形態が可能になり、ソノグラファーをドク
ターが実地教育するのに有用である。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の超音波診断装置によれば、複数の送受信ユニットと複数の表示ユニットと複数
の操作ユニットを１つの制御ユニットに接続するため、情報・資源を共有することが出来
る。そして、送受信ユニットと表示ユニットと操作ユニットとは独立であり自由に組み合
わせることが出来るから、実働させる際の構成の自由度が高くなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００２５】
　図１は、実施例１に係る超音波診断装置１００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００２６】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００２７】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【００２８】
　操作ユニット３１は、キーボードやトラックボールを含む操作部３１ａと、電源３１ｂ
とを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【００２９】
　制御ユニット４１は、送受信ユニット１１，１２，１３および表示ユニット２１，２２
，２３，２４および操作ユニット３１，３２，３３，３４およびプリンタ５１と有線また
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は無線通信する通信制御部４１ａと、操作ユニット３１，３２，３３，３４からの操作に
応じて対応する処理を行う操作制御部４１ｂと、送受信ユニット１１，１２，１３および
超音波プローブ１，２，３により被検体内を超音波ビームで走査する走査制御部４１ｃと
、超音波ビームで走査して得られたデータを基に超音波画像を生成するなどの信号処理を
行う信号処理部４１ｄと、超音波画像などを対応する表示ユニット２１，２２，２３，２
４に表示する表示制御部４１ｅと、被検体の個人情報や超音波画像や撮影パラメータなど
を記録しその内容をプリンタ５１へ出力する記録部４１ｆと、電源４１ｇとを具備してい
る。
【００３０】
　図２に示すように、第１超音波検査室Ｒ１には、送受信ユニット１１および表示ユニッ
ト２１および操作ユニット３１が配置されている。第２超音波検査室Ｒ２には、送受信ユ
ニット１２および表示ユニット２２および操作ユニット３２が配置されている。第３超音
波検査室Ｒ３には、送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操作ユニット３３
が配置されている。制御室Ｒ４には、表示ユニット２４および操作ユニット３４および制
御ユニット４１およびプリンタ５１が配置されている。そして、送受信ユニット１１，１
２，１３および表示ユニット２１，２２，２３および操作ユニット３１，３２，３３は、
通信回線で制御ユニット４１に接続されている。
【００３１】
　第１超音波検査室Ｒ１の第１ソノグラファーは、送受信ユニット１１および表示ユニッ
ト２１および操作ユニット３１を用いて第１被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１１から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、表示ユニット２１へ送る。送られてきた超
音波画像などは表示ユニット２１で表示される。
【００３２】
　第２超音波検査室Ｒ２の第２ソノグラファーは、送受信ユニット１２および表示ユニッ
ト２２および操作ユニット３２を用いて第２被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１２から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、表示ユニット２２へ送る。送られてきた超
音波画像などは表示ユニット２２で表示される。
【００３３】
　第３超音波検査室Ｒ３の第３ソノグラファーは、送受信ユニット１３および表示ユニッ
ト２３および操作ユニット３３を用いて第３被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１３から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、表示ユニット２３へ送る。送られてきた超
音波画像などは表示ユニット２３で表示される。
【００３４】
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第１超音波検査室Ｒ１を選択する操作を行
うと、表示ユニット２１で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１１および表示ユニット２１および操
作ユニット３１を遠隔操作することも可能になる。
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第２超音波検査室Ｒ２を選択する操作を行
うと、表示ユニット２２で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１２および表示ユニット２２および操
作ユニット３２を遠隔操作することも可能になる。
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第３超音波検査室Ｒ３を選択する操作を行
うと、表示ユニット２３で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操
作ユニット３３を遠隔操作することも可能になる。
【００３５】
　実施例１の超音波診断装置１００によれば次の効果が得られる。
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（１）制御ユニット４１にユーザプリセット情報を記録しているので、例えば普段は第１
超音波検査室Ｒ１の送受信ユニット１１および表示ユニット２１および操作ユニット３１
を使用している第１ソノグラファーが、臨時に第２超音波検査室Ｒ２の送受信ユニット１
２および表示ユニット２２および操作ユニット３２を使用する場合、制御ユニット４１に
記録している第１ソノグラファーのユーザプリセット情報を読み出して送受信ユニット１
２および表示ユニット２２および操作ユニット３２にセットすれば、第２超音波検査室Ｒ
２でも普段と同じ使い勝手で超音波検査を進めることが出来る。
　また、操作ユニット１１だけを移動できるので、例えば普段は第１超音波検査室Ｒ１を
使用している第１ソノグラファーが、臨時に第２超音波検査室Ｒ２を使用する場合、第１
超音波検査室Ｒ１の操作ユニット１１を第２超音波検査室Ｒ２へ移動し、操作ユニット１
２を操作ユニット１１に交換すれば、第２超音波検査室Ｒ２でも普段と同じ操作ユニット
１１を使用して超音波検査を進めることが出来る。
【００３６】
（２）各超音波検査室に対する処理負荷が全超音波検査室で同時に最大になる確率は低い
（例えば全超音波検査室で同時に３Ｄリコンや４Ｄ表示を行うことは通常ない）ので、一
つの超音波検査室に対する最大処理負荷の超音波検査室数倍の能力を制御ユニット４１に
持たせる必要がなく、一つの超音波検査室に対する最大処理負荷の例えば２倍程度の能力
を持たせれば済む。そして、一つの超音波検査室に対する最大処理負荷の例えば２倍程度
の能力を持たせた場合、各超音波検査室に対する処理負荷の合計が一つの超音波検査室に
対する最大処理負荷の２倍より小さい時に能力が余るから、機能や処理速度を向上するこ
とが出来る。例えばＤＩＣＯＭサーバの機能を持たせたり、３Ｄリコンをスピードアップ
したり、４Ｄ表示を高速更新したりすることが出来る。
【００３７】
（３）制御ユニット４１に汎用サーバを使用できるので、顧客の要求に従ったＣＰＵ能力
、ＨＤ容量、ＨＤＤの多重化などを行うことが出来る。
【００３８】
（４）制御ユニット４１に被検体の個人情報を記録しているので、例えば第１被検体を、
どの超音波検査室でも、どの送受信ユニットでも、容易に超音波検査できる。
【００３９】
（５）プリンタ５１のような周辺機器も共有できるので、初期コストだけでなく、メンテ
ナンスコストも下げることが出来る。
【実施例２】
【００４０】
　図３は、実施例２に係る超音波診断装置２００の構成説明図である。
　この超音波診断装置２００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００４１】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００４２】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、送受信ユニ
ット１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１を介して制御ユニット４１
に間接的に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
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【００４３】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、送受信ユニット
１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１を介して制御ユニット４１に間
接的に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【００４４】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【００４５】
　図４に示すように、第１超音波検査室Ｒ１には、送受信ユニット１１および表示ユニッ
ト２１および操作ユニット３１が配置されている。第２超音波検査室Ｒ２には、送受信ユ
ニット１２および表示ユニット２２および操作ユニット３２が配置されている。第３超音
波検査室Ｒ３には、送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操作ユニット３３
が配置されている。制御室Ｒ４には、表示ユニット２４および操作ユニット３４および制
御ユニット４１およびプリンタ５１が配置されている。そして、送受信ユニット１１，１
２，１３は、通信回線で制御ユニット４１に接続されている。
【００４６】
　第１超音波検査室Ｒ１の第１ソノグラファーは、送受信ユニット１１および表示ユニッ
ト２１および操作ユニット３１を用いて第１被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１１から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１１を介して表示ユニット
２１へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２１で表示される。
【００４７】
　第２超音波検査室Ｒ２の第２ソノグラファーは、送受信ユニット１２および表示ユニッ
ト２２および操作ユニット３２を用いて第２被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１２から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１２を介して表示ユニット
２２へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２２で表示される。
【００４８】
　第３超音波検査室Ｒ３の第３ソノグラファーは、送受信ユニット１３および表示ユニッ
ト２３および操作ユニット３３を用いて第３被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１３から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１３を介して表示ユニット
２３へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２３で表示される。
【００４９】
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第１超音波検査室Ｒ１を選択する操作を行
うと、表示ユニット２１で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１１および表示ユニット２１および操
作ユニット３１を遠隔操作することも可能になる。
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第２超音波検査室Ｒ２を選択する操作を行
うと、表示ユニット２２で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１２および表示ユニット２２および操
作ユニット３２を遠隔操作することも可能になる。
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第３超音波検査室Ｒ３を選択する操作を行
うと、表示ユニット２３で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操
作ユニット３３を遠隔操作することも可能になる。
【００５０】
　実施例２の超音波診断装置２００によっても実施例１と同様の効果が得られる。また、
超音波検査室Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３と制御室Ｒ４を結ぶ通信回線が少なくて済む。
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【実施例３】
【００５１】
　図５は、実施例３に係る超音波診断装置３００の構成説明図である。
　この超音波診断装置３００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００５２】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、表示ユニット２１に着脱可能に接続されることで、表示ユニ
ット２１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００５３】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【００５４】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、表示ユニット２
１に着脱可能に接続されることで、表示ユニット２１を介して制御ユニット４１に間接的
に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に直接的に接続される。
【００５５】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【００５６】
　各ユニットの配置は、図４と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が通
信回線で制御ユニット４１に接続される代わりに、表示ユニット２１，２２，２３が通信
回線で制御ユニット４１に接続される。
【００５７】
　実施例３の超音波診断装置３００によっても実施例２と同様の効果が得られる。
【実施例４】
【００５８】
　図６は、実施例４に係る超音波診断装置４００の構成説明図である。
　この超音波診断装置４００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００５９】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、操作ユニット３１に着脱可能に接続されることで、操作ユニ
ット３１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００６０】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、操作ユニッ
ト３１に着脱可能に接続されることで、操作ユニット３１を介して制御ユニット４１に間
接的に接続される。
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　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に直接的に接続される。
【００６１】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、制御ユニット４
１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【００６２】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【００６３】
　各ユニットの配置は、図４と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が通
信回線で制御ユニット４１に接続される代わりに、操作ユニット３１，３２，３３が通信
回線で制御ユニット４１に接続される。
【００６４】
　実施例４の超音波診断装置４００によっても実施例２と同様の効果が得られる。
【実施例５】
【００６５】
　図７は、実施例５に係る超音波診断装置５００の構成説明図である。
　この超音波診断装置５００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００６６】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００６７】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、送受信ユニ
ット１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１を介して制御ユニット４１
に間接的に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【００６８】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、制御ユニット４
１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【００６９】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【００７０】
　図８に示すように、第１超音波検査室Ｒ１には、送受信ユニット１１および表示ユニッ
ト２１および操作ユニット３１が配置されている。第２超音波検査室Ｒ２には、送受信ユ
ニット１２および表示ユニット２２および操作ユニット３２が配置されている。第３超音
波検査室Ｒ３には、送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操作ユニット３３
が配置されている。制御室Ｒ４には、表示ユニット２４および操作ユニット３４および制
御ユニット４１およびプリンタ５１が配置されている。そして、送受信ユニット１１，１
２，１３および操作ユニット３１，３２，３３は、通信回線で制御ユニット４１に接続さ
れている。
【００７１】
　第１超音波検査室Ｒ１の第１ソノグラファーは、送受信ユニット１１および表示ユニッ
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ト２１および操作ユニット３１を用いて第１被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１１から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１１を介して表示ユニット
２１へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２１で表示される。
【００７２】
　第２超音波検査室Ｒ２の第２ソノグラファーは、送受信ユニット１２および表示ユニッ
ト２２および操作ユニット３２を用いて第２被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１２から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１２を介して表示ユニット
２２へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２２で表示される。
【００７３】
　第３超音波検査室Ｒ３の第３ソノグラファーは、送受信ユニット１３および表示ユニッ
ト２３および操作ユニット３３を用いて第３被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１３から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１３を介して表示ユニット
２３へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２３で表示される。
【００７４】
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第１超音波検査室Ｒ１を選択する操作を行
うと、表示ユニット２１で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１１および表示ユニット２１および操
作ユニット３１を遠隔操作することも可能になる。
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第２超音波検査室Ｒ２を選択する操作を行
うと、表示ユニット２２で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１２および表示ユニット２２および操
作ユニット３２を遠隔操作することも可能になる。
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第３超音波検査室Ｒ３を選択する操作を行
うと、表示ユニット２３で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操
作ユニット３３を遠隔操作することも可能になる。
【００７５】
　実施例５の超音波診断装置５００によっても実施例１と同様の効果が得られる。また、
超音波検査室Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３と制御室Ｒ４を結ぶ通信回線が少なくて済む。
【実施例６】
【００７６】
　図９は、実施例６に係る超音波診断装置６００の構成説明図である。
　この超音波診断装置６００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００７７】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００７８】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【００７９】
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　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、送受信ユニット
１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１を介して制御ユニット４１に間
接的に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【００８０】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【００８１】
　各ユニットの配置は、図８と同様である。但し、操作ユニット３１，３２，３３が通信
回線で制御ユニット４１に接続される代わりに、表示ユニット３１，３２，３３が通信回
線で制御ユニット４１に接続され、操作ユニット３１，３２，３３は送受信ユニット１１
，１２，１３に接続される。
【００８２】
　実施例６の超音波診断装置６００によっても実施例５と同様の効果が得られる。
【実施例７】
【００８３】
　図１０は、実施例７に係る超音波診断装置７００の構成説明図である。
　この超音波診断装置７００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００８４】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、表示ユニット２１に着脱可能に接続されることで、表示ユニ
ット２１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００８５】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【００８６】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、制御ユニット４
１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【００８７】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【００８８】
　各ユニットの配置は、図８と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が通
信回線で制御ユニット４１に接続される代わりに、表示ユニット３１，３２，３３が通信
回線で制御ユニット４１に接続され、送受信ユニット１１，１２，１３は表示ユニット２
１，２２，２３に接続される。
【００８９】
　実施例７の超音波診断装置７００によっても実施例５と同様の効果が得られる。
【実施例８】
【００９０】
　図１１は、実施例８に係る超音波診断装置８００の構成説明図である。
　この超音波診断装置８００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
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数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００９１】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、操作ユニット３１に着脱可能に接続されることで、操作ユニ
ット３１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００９２】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【００９３】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、制御ユニット４
１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【００９４】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【００９５】
　各ユニットの配置は、図８と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が通
信回線で制御ユニット４１に接続される代わりに、表示ユニット２１，２２，２３が通信
回線で制御ユニット４１に接続される。
【００９６】
　実施例８の超音波診断装置８００によっても実施例５と同様の効果が得られる。
【実施例９】
【００９７】
　図１２は、実施例９に係る超音波診断装置９００の構成説明図である。
　この超音波診断装置９００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ１
，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、複
数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，３
４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプリ
ンタ５１とを具備している。
【００９８】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【００９９】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、操作ユニッ
ト３１に着脱可能に接続されることで、操作ユニット３１を介して制御ユニット４１に間
接的に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１００】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、制御ユニット４
１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【０１０１】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
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【０１０２】
　各ユニットの配置は、図８と同様である。但し、表示ユニット２１，２２，２３が送受
信ユニット１１，１２，１３に接続される代わりに、操作ユニット３１，３２，３３に接
続される。
【０１０３】
　実施例９の超音波診断装置９００によっても実施例５と同様の効果が得られる。
【実施例１０】
【０１０４】
　図１３は、実施例１０に係る超音波診断装置１０００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１０００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ
１，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、
複数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，
３４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプ
リンタ５１とを具備している。
【０１０５】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【０１０６】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【０１０７】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、表示ユニット２
１に着脱可能に接続されることで、表示ユニット２１を介して制御ユニット４１に間接的
に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１０８】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【０１０９】
　各ユニットの配置は、図８と同様である。但し、操作ユニット３１，３２，３３が制御
ユニット４１に接続される代わりに、表示ユニット２１，２２，２３に接続され、表示ユ
ニット２１，２２，２３が送受信ユニット１１，１２，１３に接続される代わりに、制御
ユニット４１に接続される。
【０１１０】
　実施例１０の超音波診断装置１０００によっても実施例５と同様の効果が得られる。
【実施例１１】
【０１１１】
　図１４は、実施例１１に係る超音波診断装置１１００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１１００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ
１，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、
複数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，
３４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプ
リンタ５１とを具備している。
【０１１２】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
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　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【０１１３】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、送受信ユニ
ット１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１を介して制御ユニット４１
に間接的に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１１４】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、表示ユニット２
１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１および表示ユニット２１を介して
制御ユニット４１に間接的に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１１５】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【０１１６】
　図１５に示すように、第１超音波検査室Ｒ１には、送受信ユニット１１および表示ユニ
ット２１および操作ユニット３１が配置されている。第２超音波検査室Ｒ２には、送受信
ユニット１２および表示ユニット２２および操作ユニット３２が配置されている。第３超
音波検査室Ｒ３には、送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操作ユニット３
３が配置されている。制御室Ｒ４には、表示ユニット２４および操作ユニット３４および
制御ユニット４１およびプリンタ５１が配置されている。そして、送受信ユニット１１，
１２，１３は、通信回線で制御ユニット４１に接続されている。
【０１１７】
　第１超音波検査室Ｒ１の第１ソノグラファーは、送受信ユニット１１および表示ユニッ
ト２１および操作ユニット３１を用いて第１被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１１から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１１を介して表示ユニット
２１へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２１で表示される。
【０１１８】
　第２超音波検査室Ｒ２の第２ソノグラファーは、送受信ユニット１２および表示ユニッ
ト２２および操作ユニット３２を用いて第２被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１２から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１２を介して表示ユニット
２２へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２２で表示される。
【０１１９】
　第３超音波検査室Ｒ３の第３ソノグラファーは、送受信ユニット１３および表示ユニッ
ト２３および操作ユニット３３を用いて第３被検体を走査する。走査により得られたデー
タは、送受信ユニット１３から制御ユニット４１へ送られる。送られてきたデータを基に
制御ユニット４１は超音波画像などを生成し、送受信ユニット１３を介して表示ユニット
２３へ送る。送られてきた超音波画像などは表示ユニット２３で表示される。
【０１２０】
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第１超音波検査室Ｒ１を選択する操作を行
うと、表示ユニット２１で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１１および表示ユニット２１および操
作ユニット３１を遠隔操作することも可能になる。
　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第２超音波検査室Ｒ２を選択する操作を行
うと、表示ユニット２２で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１２および表示ユニット２２および操
作ユニット３２を遠隔操作することも可能になる。
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　検査室Ｒ４のドクターが操作ユニット３４で第３超音波検査室Ｒ３を選択する操作を行
うと、表示ユニット２３で表示される画像を一部に含む画像が表示ユニット２４で表示さ
れる。また、操作ユニット３４から送受信ユニット１３および表示ユニット２３および操
作ユニット３３を遠隔操作することも可能になる。
【０１２１】
　実施例１１の超音波診断装置１１００によっても実施例２と同様の効果が得られる。
【実施例１２】
【０１２２】
　図１６は、実施例１２に係る超音波診断装置１２００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１２００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ
１，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、
複数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，
３４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプ
リンタ５１とを具備している。
【０１２３】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【０１２４】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、操作ユニッ
ト３１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１および操作ユニット３１を介
して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１２５】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、送受信ユニット
１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１を介して制御ユニット４１に間
接的に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１２６】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【０１２７】
　各ユニットの配置は、図１５と同様である。但し、表示ユニット２１，２２，２３が制
御ユニット４１に接続される代わりに、操作ユニット３１，３２，３３が送受信ユニット
１１，１２，１３に接続される。
【０１２８】
　実施例１２の超音波診断装置１２００によっても実施例１１と同様の効果が得られる。
【実施例１３】
【０１２９】
　図１７は、実施例１３に係る超音波診断装置１３００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１２００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ
１，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、
複数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，
３４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプ
リンタ５１とを具備している。
【０１３０】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
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源１１ｃとを具備しており、操作ユニット３１に着脱可能に接続されることで、表示ユニ
ット２１および操作ユニット３１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【０１３１】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【０１３２】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、表示ユニット２
１に着脱可能に接続されることで、表示ユニット２１を介して制御ユニット４１に間接的
に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１３３】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【０１３４】
　各ユニットの配置は、図１５と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が
制御ユニット４１に接続される代わりに、操作ユニット３１，３２，３３に接続され、表
示ユニット２１，２２，２３が送受信ユニット１１，１２，１３に接続される代わりに、
制御ユニット４１に接続される。
【０１３５】
　実施例１３の超音波診断装置１３００によっても実施例１１と同様の効果が得られる。
【実施例１４】
【０１３６】
　図１８は、実施例１４に係る超音波診断装置１４００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１４００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ
１，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、
複数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，
３４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプ
リンタ５１とを具備している。
【０１３７】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、表示ユニット２１に着脱可能に接続されることで、表示ユニ
ット２１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【０１３８】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、制御ユニッ
ト４１に着脱可能に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。
【０１３９】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、送受信ユニット
１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１および表示ユニット２１を介し
て制御ユニット４１に間接的に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。但し、操作ユ
ニット３４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１４０】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【０１４１】
　各ユニットの配置は、図１５と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が
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制御ユニット４１に接続される代わりに、表示ユニット２１，２２，２３が制御ユニット
４１に接続され、操作ユニット３１，３２，３３が表示ユニット２１，２２，２３に接続
される代わりに、送受信ユニット１１，１２，１３に接続される。
【０１４２】
　実施例１４の超音波診断装置１４００によっても実施例１１と同様の効果が得られる。
【実施例１５】
【０１４３】
　図１９は、実施例１５に係る超音波診断装置１５００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１５００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ
１，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、
複数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，
３４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプ
リンタ５１とを具備している。
【０１４４】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、表示ユニット２１に着脱可能に接続されることで、表示ユニ
ット２１および操作ユニット３１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【０１４５】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、操作ユニッ
ト３１に着脱可能に接続されることで、操作ユニット３１を介して制御ユニット４１に間
接的に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１４６】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、制御ユニット４
１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【０１４７】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【０１４８】
　各ユニットの配置は、図１５と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が
制御ユニット４１に接続される代わりに、操作ユニット３１，３２，３３が制御ユニット
４１に接続される。
【０１４９】
　実施例１５の超音波診断装置１５００によっても実施例１１と同様の効果が得られる。
【実施例１６】
【０１５０】
　図２０は、実施例１６に係る超音波診断装置１６００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１６００は、複数の超音波プローブ１，２，３と、超音波プローブ
１，２，３がそれぞれ着脱可能に接続される複数の送受信ユニット１１，１２，１３と、
複数の表示ユニット２１，２２，２３，２４と、複数の操作ユニット３１，３２，３３，
３４と、１台の制御ユニット４１と、制御ユニット４１に着脱可能に接続される１台のプ
リンタ５１とを具備している。
【０１５１】
　送受信ユニット１１は、超音波プローブ１を接続するためのプローブコネクタ１１ａと
、超音波プローブ１を駆動して被検体内を超音波ビームで走査する送受信部１１ｂと、電
源１１ｃとを具備しており、操作ユニット３１に着脱可能に接続されることで、操作ユニ
ット３１を介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
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　送受信ユニット１２，１３も送受信ユニット１１と同様の構成である。
【０１５２】
　表示ユニット２１は、画像表示部２１ａと、電源２１ｂとを具備しており、送受信ユニ
ット１１に着脱可能に接続されることで、送受信ユニット１１および操作ユニット３１を
介して制御ユニット４１に間接的に接続される。
　表示ユニット２２，２３，２４も表示ユニット２１と同様の構成である。但し、表示ユ
ニット２４は、制御ユニット４１に着脱可能に接続される。
【０１５３】
　操作ユニット３１は、操作部３１ａと、電源３１ｂとを具備しており、制御ユニット４
１に着脱可能に接続される。
　操作ユニット３２，３３，３４も操作ユニット３１と同様の構成である。
【０１５４】
　制御ユニット４１は、実施例１と同様の構成である。
【０１５５】
　各ユニットの配置は、図１５と同様である。但し、送受信ユニット１１，１２，１３が
制御ユニット４１に接続される代わりに、操作ユニット３１，３２，３３が制御ユニット
４１に接続され、表示ユニット２１，２２，２３が操作ユニット３１，３２，３３に接続
される代わりに、送受信ユニット１１，１２，１３が操作ユニット３１，３２，３３に接
続される。
【０１５６】
　実施例１６の超音波診断装置１６００によっても実施例１１と同様の効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【０１５７】
　本発明の超音波診断装置は、複数の超音波検査室で同時に超音波検査を行う場合に利用
できる。
【図面の簡単な説明】
【０１５８】
【図１】実施例１に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図２】実施例１に係る超音波診断装置の各ユニットの配置を示す平面図である。
【図３】実施例２に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図４】実施例２に係る超音波診断装置の各ユニットの配置を示す平面図である。
【図５】実施例３に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図６】実施例４に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図７】実施例５に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図８】実施例５に係る超音波診断装置の各ユニットの配置を示す平面図である。
【図９】実施例６に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１０】実施例７に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１１】実施例８に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１２】実施例９に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１３】実施例１０に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１４】実施例１１に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１５】実施例１１に係る超音波診断装置の各ユニットの配置を示す平面図である。
【図１６】実施例１２に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１７】実施例１３に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１８】実施例１４に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図１９】実施例１５に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図２０】実施例１６に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【符号の説明】
【０１５９】
　１，２，３　　　　　　　　　　　　　超音波プローブ
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　１１，１２，１３　　　　　　　　　　送受信ユニット
　１１ａ，１２ａ，１３ａ　　　　　　　プローブコネクタ
　１１ｂ，１２ｂ，１３ｂ　　　　　　　送受信部
　１１ｃ，１２ｃ，１３ｃ　　　　　　　電源
　２１，２２，２３，２４　　　　　　　表示ユニット
　２１ａ，２２ａ，２３ａ，２４ａ　　　画像表示部
　２１ｂ，２２ｂ，２３ｂ，２４ｂ　　　電源
　３１，３２，３３，３４　　　　　　　操作ユニット
　３１ａ，３２ａ，３３ａ，３４ａ　　　操作部
　３１ｂ，３２ｂ，３３ｂ，３４ｂ　　　電源
　４１　　　　　　　　　　　　　　　　制御部
　４１ｇ　　　　　　　　　　　　　　　電源
　１００，２００，…，１６００　　　　超音波診断装置
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